
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

Session 3 
横につながる〜ビジネス
ネットワークの意味	

古澤千明 
WWFジャパン　　森林プログラム　 
責任調達（紙）担当	

WWFジャパン　ビジネスセミナー 
「サプライチェーンマネジメントによる
持続可能性」 
2014年6月23日（月）	

写真：ブラジルのFSC認証林（製紙用）	



サプライチェーンマネジメントによる持続可能性	
紙にまつわるリスク	

紙＝全てのビジネスに欠かせないもの	 
	 
そもそも紙は木材を原料につくられる。	 
安易な紙の選択は、環境破壊に加担する
ことになりかねない。	 

紙の利用に関するNGOのキャンペーン	



 
自然林皆伐後につくられる植
林地（手前）、奥に広がるのが
自然林。製紙原料用の広葉樹
は５〜７年で収穫される早生樹。 
こうした植林地は、自然の森の
環境とは異なる。	
	  

写真：インドネシアの製紙用植林地	



「持続可能な紙利用のためのコンソーシアム」	
発足の背景	

■森林は再生可能な資源	 
FSCのように信頼できる森林認証制度に認
められた製品は、使うことによって森林保全
や社会に貢献することができる。	
	 
■日本は世界有数の紙消費国	 
利用量削減と再生紙の利用は資源の有効
利用にはなる。しかし、利用量の削減や再
生紙の利用には限界がある。	 
	 
	 
	 
単に紙の利用を否定し、再生紙を追求する
のではなく、用途に応じて、責任ある選択を
することが、森林保全につながる。	 

→「持続可能な紙利用のためのコンソーシアム」発足へ	
※RISI	 Annual	 Review	 2012より	



「持続可能な紙利用のためのコンソーシアム」	
コンソーシアムの目的と具体的な活動	

■目的	 
紙を生産・供給する側だけではなく、紙を利用する側も含めた社会全体でこの問題
を認知し、適切な紙利用を推進。	 
	
Ø  一企業や一組織の力は限られている。異なる専門性を持つ組織が協働するこ
とで、単体の企業や組織にはない影響力を持つことが出来る。	 

Ø  最終消費者に近い企業・ブランドが取組むことで、一般消費者への普及啓発に
も貢献。	 

	 
■目標	 
参画企業は、責任ある調達方針を策定して事業活動を通じて実践。	 
	 
■具体的な活動	
Ø  持続可能な紙の利用を進めるための情報提供	 
Ø  情報発信や普及啓発活動	 
Ø  メンバー間での定期的な情報共有	 
Ø  サプライヤーや取引先への取組みの拡大など	
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お問合せ： 
WWFジャパン　 
自然保護室　森林プログラム　古澤千明 

    chiaki@wwf.or.jp 
TEL 03-3769-1364 

 

ありがとうございました	


